
平成２９年度 四日市市環境活動賞 受賞者

四日市ダンボールコンポストの会

●表彰活動の内容

� ダンボールコンポストで生ごみの堆肥化！
� 生ごみを 「出さない」 「運ばない」 「燃やさない」
� 生ごみの堆肥化で楽しい家庭菜園、美味しい野菜づくり

ダンボールコンポスト講座 生ごみを堆肥化させた肥料を使用して育てた小玉スイカ

ダンボールコンポストの会では、

を活動の目的としています。

●活動の目的

地球温暖化防止

� ダンボール箱を利用した生ごみ処理容器

� ピートモスなどの土壌改良材を用いて、
家庭の生ごみを堆肥化

� 微生物の力によって生ごみを分解し、
堆肥（肥料）を作る

� ダンボールを容器として使うことによって、
生ごみの水分を蒸気として抜き出す効果と、
微生物に酸素を供給して生ごみを分解させる

○ダンボールコンポストとは

ダンボールコンポスト講座では、・・・

①新規者講座

②AF講座

③継続講座

�ランニングコストがかからない

�臭いが少ない

�生ごみは発酵分解して、安全安心な堆肥となる

�生ごみを出さない・運ばない・燃やさないので、ごみ処理量の削減
となり、CO2の削減にもつながる

�生ごみを堆肥化して家庭菜園に使用できる

●活動の内容

●ダンボールコンポストのメリット

ダンボール箱の使い方、基材の説明、日々の手入れの方法などの説明する

ダンボールコンポストを始めてから２週間ほど経ったときに、日々の手入れが順調かどうかを確認する

ダンボールコンポストを始めてから、３か月程度、生ごみを処理

することができるが、基材が満腹の合図（臭い等）を出す頃に講

座を開催し、ダンボールコンポストの継続と参加者同士の体験談
を聞き、見習うべき点を共に教えあう。

●今後の予定

●受賞団体の概要

○会の発足 ・・・ 平成２０年４月

○会員数 ・・・ ８名

○主な活動 ・・・ ダンボールコンポスト活動

市内２０地区市民センター、５団体へ年間約１２０回の講座を開催

年間講座受講者数 約１，０００名

＜活動期間（２０１７年８月１日現在： ９年４か月）＞

• 当会は、地球温暖化防止は人間にあたえられた課題と考えている

• 私たち市民は、市の環境テーマである「～環境先進都市 四日市～」を実践するよう、
努力しなければならない

• 市民一人ひとりが少しずつの温暖化防止活動を行う必要がある

• 「ダンボールコンポスト講座」等を継続して実施し、地球温暖化防止活動が市民へ定着
するようにアピールし、普及啓発活動を進めていきたい


